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Abstract Two pierid butterflies, Pareronia avatar (Moore) and P. paravalar Bingham, are 
revised, and a new species related to them is described from Sumatra as P. kyokoae sp. n. The 
male genitalia of these three species are illustrated, and keys to them are provided. 
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Pareronia 属 は イン ド , ネパール か ら ス ンダ ラン ド を 経て ニュ ー ギ ニア 西部 まで 分 布 す る シロ チョ 
ウ 科 の 一 群 で ある . これ ら の 中 で イン ド 北 部 , ネパール か ら イ ンド シナ に か け て 分 布 す る avatar 
(Moore, [1858]) は その 他 の 種 と は 贅 斑 , 交尾 器 が 多少 異な る . Avatar で は 前 後 次 裏 面 に 強い 真珠 
状 の 光沢 を 持ち , valva の 上 面 が 背 方 に 湾曲 する . その 他 の 種 で は 前 後 超 裏面 の 光沢 は 弱く , valva 
の 上 面 は 顕著 に 隆起 し た り , 突起 を 持っ て いる . この 点 で 同属 内 で も 他 の 種 と は 異な る 一 群 を 形成 
する と 考え られ る . WE avatar に は 原 名 亜 種 と イン ド シ ナ に 分 布 す る 亜 種 , bavavalar Bingham, 
1907 が ある . Paravatar は avatar の 亜 種 と し て 扱わ れる こと が 一 般 的 で ある が (Pinratana, 1983), 
D’Abrera (1982: 174) は 論拠 を 挙げ ず に 独立 種 と し て 解説 , 図示 し て いる . Avatar は 1858 年 
Moore に より Eronia 属 の 1 種 と し て 記載 さん れ た. また , paravatar は 1907 年 に Bingham に より 
avatar の 変種 と し て 記載 さき され, その後 Fruhstorfer (1910) に より 亜 種 と きれ だ た. 


今回 , 筆者 は avatar と paravatar に つい て これ まで の 資料 を も と に 両者 の 再 検討 を 行なっ た . その 
結果 , 変 尾 器 に は 差異 が ほとん ど な い も の の 慈 斑 に 連続 性 が 認め られ な いこ と , 分 布 , 棲息 地 な ど 
が 異な る 点 を 考慮 し て avatar と paravatar を 別 の 種 と し て 扱う 考え を 示し た . そし て 原 記載 を 参考 
に 両 種 の 翔 面 の 特徴 を 示し , きら に 交尾 器 , 分 布 な ど に つい て 知見 の 追加 を 行なっ た . また , 前 述 
の 特徴 か ら 同 一 群 と 考え られ る スマ トラ か ら 発 見 され た 新種 を 併せ て 報告 する . これ ら 3 種 の 分 布 
に つい て は 被 検 標本 の な か で 地点 の 特定 で きた も の を Fig. 17 に 示し た . 


各 被 検 標本 の 所 在 は 略号 を も っ て 示し た . N は 西村 , I は 稲 好 , S は 進化 生物 学研 究 所 , KA は 片 
I, KO は 小岩 屋 , BMNH は 大 英 自然 史 博 物 館 の 所 蔵 す る も の で ある . 


本 稿 を まとめ る に あたり ゆか り の 森 昆 虫 館 の 植村 好 延 , 進化 生物 学研 究 所 の 青木 俊明 , WORRY, 
山梨 大 学 の 池田 清彦 , 栃木 県 の 稲 好 豊 , 片山 俊彦 , シオ ン 短 期 大 学 の 寺山 守 , 東京 都 の 小岩 屋 敏 , 
吉本 浩 の 各氏 に 助力 頂い た . また , 大 英 自然 史 博 物 館 の P.R. Ackery 氏 に は タイ プ 標 本 を 含む , 所 
蔵 資 料 の 確認 の 際 に 大 変 お 世話 に な っ た . 紙面 を 借り お 礼 申し 上 げ る . 
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Figs 1-8. Pareronia spp. 1-2. P. avatar, “, Biretanti, Nepal (DSF) (2: underside). 3-4. 
P. paravatar, “, Say Yok Noi, Thailand (DSF) (4: underside). 5. P. avatar, c^, 
North India. A syntype with a red type label in BMNH (WSF). 6. P. paravatar, 
d, Tam Dao, Vietnam (WSF). 7-8. P. kyokoae sp. n., holotype c, Kutacane, 
Sumatra (8: underside). DSF: dry season form, WSF: wet season form. 
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Figs 9-16. Pareronia spp. 9-10. P. valeria, ?, Padang, Indonesia (10: underside). 11. 
P. avatar, $, Sikkim, India (DSF). 12. P. avatar, ?, Darjeeling, India (WSF). 13, 
15. P. paravatar, $, Lower Burma [Myanmar]. Neallotype with a red type label 
in BMNH (DSF) (15: underside). 14,16. P. paravatar, #, Tam Dao, Vietnam 
(WSF) (16: underside). DSF: dry season form, WSF: wet season form. 
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Pareronia avatar (Moore, [1858]) (Figs 1, 2, 5, 11, 12) 


Eronia avatar Moore, [1858], in Horsfield & Moore, Cat. lepid. Insects 1: 61, pl. 2a, fig. 1. Syntypes 6 
c, N. India ; Darjeeling [syntype 1 7 (wet season form), “N. India” (BMNH), examined]. 

Pareronia avatar avatar : Fruhstorfer, 1910, in Seitz, Macrolepid. World 9: 178, pl. 66, row a. 

Pareronia avatar avatar f. tarina Fruhstorfer, 1910, in Seitz, Macrolepid. World 9: 178, pl. 66, row a. 
Syntype(s) @, Sikkim; Assam [syntype 1 &? (dry season form), “Sikkim, Marz-April" (BMNH), 
examined]. 

Pareronia avatar : D’ Abrera, 1982, Butterflies Oriental Reg. 1: 174, fig. 

Nepheronia avatar : Niceville, 1882, J. Asiat. Soc. Beng. (pars II) 51: 64. 

Valeria avatar avatar : Talbot, 1939, Fauna Br. India (Butterflies) 1 (2nd edn): 481. 


HE (Figs 1, 2,5). Weld BÜXABIEK23 © PLLA HOS. 外縁 , 内 縁 は 直線 的 , 外縁 角 は 丸み を 帯び 
る . MIAME UY. 後 次 は 全体 的 に 丸み を 帯び る . XAXOuGI ABRE, KL 
粉 が み ら れ る . 前 次 の 前 縁 , 外縁 は 黒褐色 帯 で 縁取 られ る . 黒褐色 部 は 次 脈 に 沿っ て 基 方 に 向かい 
クサ ビ 状 に 入り 込む . この 部 分 の 発達 は 第 4 脈 より 前 方 の 上 派 で より 顕著 に な る . (OAM ED 
め て 細い 黒褐色 帯 に より 縁取 られ る . 各 頑 脈 端 で 黒褐色 帯 は わずか に 発達 し 基 方 へ 入り 込む . 前 後 
翔 と も に 黒褐色 部 は 雨季 に 出現 する 個体 の 方 が より 発達 する . WELE L b ERROS > 
も つ 青 白色 . 翔 脈 上 に 淡 黒 色 の 鱗粉 が み ら れ る , 


fe (Figs 11, 12). 交 形 は 雄 と 同様 . 前 次 表面 の 地 色 は 淡い 灰白色 . 外縁 部 , 前 縁 は 茶褐色 帯 で 縁取 
られ る . 各 次 脈 上 も 同色 の 鱗粉 に 覆 わ れる が , 中 室 端 脈 は 不明 瞭 で ある . 中 室内 に も 痕跡 程度 に 茶 
褐色 の 2 本 の 縦 条 が 現われ る . 外縁 茶褐色 帯 内 の 第 3-6 室 に か け て 淡い 灰白色 斑 を 現 わ す . Ba 
表 は 淡い 灰白色 . 外縁 部 は 帯状 に , lc 脈 を 含む 各 次 脈 上 は 茶褐色 の 鱗粉 に 覆 わ れる . 中 室 端 脈 上 の 
茶褐色 鱗粉 は 痕跡 程度 で ある . 外縁 茶褐色 帯 内 の 第 2,3 室 に 灰白色 斑 が 現われ る こと が ある . MB 
は 真珠 状 の 光沢 を も つ 淡 い 灰 白色 . 各 次 脈 上 に わずか に 茶褐色 の 鱗粉 が 散布 さき れる. 乾季 の も の に 
比べ , 雨季 に 出現 する も の は 全体 的 に 茶褐色 部 が より 発達 する . 


BUM. 34-66 mm (平均 : 乾季 型 で は 35 mm 前 後 , 雨季 型 で は 60 mm 前 後 ). 


交尾 器 (Figs 19, 22-24). Tegumen は 背面 後方 で 僅か に 凹む . Uncus は クチ バシ 状 だ 突出 し , F 
方 に 僅か に 湾曲 し , 先端 は 丸み を 帯び る . Saccus は 前 ・ 後 部 と も に 丸く , tegumen の 3/4 程度 の 長 
a. Valva は 後方 へ 向かっ て 細く な り , 上 面 は 背 方 に 湾曲 する . 先端 部 は 腹 方 に 湾 入 し , 細く 突出 
する . この 部 分 に は 図 (Figs 22-24) に 示す よう に 個体 差 が み ら れ た . Phallus は 太く 背 方 に 湾曲 し , 
先端 は 鋭く 舌 る . 


分 布 ネパール , イン ド (シッ キム , アッ サム ), ブー タン , ミャンマー, タイ (ACR). 


Smith (1989) は ネパール で の 詳細 産地 を 挙げ て いな い が , 分 布 を East, Central Nepal (Kaski dist.) 
と し て いる . また タイ で は これ まで 文献 上 未 記録 で あっ た . AIS 1,500-2,000 m の 高地 の 樹林 で 
確認 きれ て いる . 


被 検 標本 . NEPAL 一 Biretanti : 1 の , 21. vi. 1974 (S). Num: 1% (KA) INDIA 一 Sikkim, Dar- 
jeeling: 17715 $ (M Æ ®) (BMNH); 11712 ÆW) (BMNH). Saitu, Manipur: 2 の 
(BMNH). Naga Hills: 70 3 $ (BMNH). Loth River, Mishmis Hills: 1% (BMNH). 
BHUTAN—1 71 $ (詳細 産地 不明 ) (BMNH). MYANMAR 一 Putao, Gorlay: 1%, 14. v. 1992 
(KO). Lawk Sauk Waterfall: 1%, 1. iv. 1991 (KO). Sadon: 1% (BMNH). Yem Weytang: 
1? (BMNH). THAILAND- Nan Province, Doi Phu Kha: 1 &, 20. ii. 1990 (N); 1 の , 1. iv. 
1990 (N); 1 %, iii. 1991 (D; 1%, 25. ix. 1991 (D; 1 7, 20. ii. 1992 (N). 


Pareronia paravatar Bingham, 1907 (Figs 3, 4, 6, 13-16) 


Pareronia avatar var. paravatar Bingham, 1907, Fauna Br. India (Butterflies) 2 (1st edn): 278. Syntypes 
c €, Tenasserim [neallotype € (dry season form), “Lower Burma" (BMNH), examined]. 

Pareronia avatar pavavatar : Fruhstorfer, 1910, im Seitz, Macrolepid. World 9: 178, pl.66, row d; 
Pinratana, 1983, Butterflies Thai. 2: 23, pl.17; Motono & Negishi, 1989, Butterflies Laos : 50. 
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Fig. 17. Collecting sites of three species of Pareronia. 1. Biretanti. 2. Num. 3. Dud- 
geon. 4. Darjeeling. 5. Manipur. 6. Naga Hills. 7. Mishmis Hills. 8. Putao. 
9. Sadon. 10. Kalaw. 11. Taunggyi. 12. Dawna. 13. Chiang Mai. 14. Doi 
Phu Kha. 15. Loei. 16. Chaiyaphum. 17. Say Yok Noi. 18. Pak Jong. 19. 
Khao Soi Dao. 20. Laos. 21. Tam Dao. 22. Kutacane (@: P. avatar, O: P. para- 
vatar, W: P. kyokoae sp. n.). 


Valeria avatar paravatar : Talbot, 1939, Fauna Br. India (Butterflies) 1 (2nd edn): 482. 
Pareronia paravatar : D'Abrera, 1982, Butterflies Oriental Reg. 1: 174, fig. 


雄 (Figs 3, 4,6). QSAR I3 XU ERU S. 外縁 , 内 縁 は 直線 的 , 外縁 角 は 丸み を 帯び 
る . MIAMI. 後 次 は 全体 的 に 丸み 帯び る . 贅 表 の 地 色 は 青白 色 . 贅 脈 上 に 黒褐色 鱗粉 
が み ら れ る が 乾季 型 で は 発達 が 悪い . 前 超 の 前 縁 , 外縁 は 黒褐色 帯 で 縁取 られ る . 黒褐色 部 は 次 脈 
に 沿っ て 基 方 に 向かい クサ ビ 状 に 入り 込む . 後 次 の 外縁 は 大 ぃ 黒褐色 帯 に より 縁取 られ る . Sik 
に 沿っ て 黒褐色 帯 は クサ ビ 状 に 基 方 に 入り 込む . と くに 第 6, 7 脈 に 沿っ て 発達 し その 分 岐 に 到達 
する ほど で ある . 次 裏 は 前 後 次 と も に 真珠 状 の 輝き を も つ 青 白色 . 翔 脈 上 に 淡 黒 色 の 鱗粉 が み ら れ 
る . 


雌 (Figs 13-16). 頑 形 は 雄 と 同様 . 前 次 表 面 の 地 色 は 淡い 灰白色 . 外縁 部 , 前 縁 は 茶褐色 帯 で 縁取 
られ る . lc 脈 を 含む 各 贅 脈 上 も 同色 の 鱗粉 に 覆 われ る . 中 室内 に も 茶褐色 の 2 本 の 縦 条 が 明瞭 に 現 
われ る . 外縁 茶褐色 帯 内 の 第 2-6 室 に か け て 淡い 灰白色 荒 を 現 わ す . 後 次 表面 の 地 色 は 淡い 灰白色 . 
外縁 部 は 太く 帯状 に , lc RESO BIR EGET OM ITB DID. 外縁 帯 の 前 縁 は 基 方 に 曲 が 
る . 中 室内 に 茶褐色 の 1 本 の 縦 条 が 現われ る . 外縁 茶褐色 帯 内 の 第 2-5 室 に か け て 灰白色 斑 が 現 わ 
nS. 送 裏 は 真珠 状 の 光沢 を も つ 灰 白色 . 各 次 脈 上 に 茶褐色 の 鱗粉 が 散布 きれ る . 乾季 の も の に 比 
A, 雨季 に 出現 する も の は 全体 的 に 茶褐色 部 が より 発達 する . 


前 次 長 . 32-50 mm (平均 : 乾季 型 で は 33 mm 前 後 , 雨季 型 で は 43 mm 前 後 ). 
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Figs 18-21. Male genitalia of Pareronia spp. 18. P. kyokoae sp. n. 19. P. avatar. 20. P. 
paravatar. 21. P. valeria (R: ring, V : valva, P: phallus, J: juxta). 


交尾 器 (Figs 20,25). Tegumen は 背面 後方 で 僅か に 凹む . Uncus は クチ バシ 状 に 突出 し , 下方 に 
僅か に 湾曲 し , 先端 は 丸み を 帯び る . Saccus は 前 ・ 後 部 と も に 丸く , tegumen の 3/4 程度 の 長 さ . 
Valva は 後方 へ 向かっ て 細く な り , 上 面 は 背 方 に 湾曲 する が 前 種 程 盛 り 上 が ら な い . 先端 部 は 腹 方 
に 強く 湾 入 し , 前 種 よ り 細く 突出 する . Fig. 25 に Khao Soi Dao の 個体 を 示し た . 他 に Say Yok 
Noi の 個体 も 検 し た が ほとん ど 個 体 差 は な か っ た . Phallus は 太く 背 方 に 湾曲 し , 先端 は 鋭く 失 る . 


分 布 ミャンマー, タイ , FAA, ベト ナム . 


Pinratana (1983) は 本 種 を タイ の Chanthaburi, Chaiyaphum, Kanchanaburi, Loei, Chiang Mai か 
ら 記 録 し て いる . これ ら の うち 筆者 の 記録 と 重複 する Chanthaburi, Kanchanaburi を 除き 分 布 図 に 
示し た . ラオ ス か ら は Dubois & Vitalis de Salvaza (1921) の 報告 が 初 記録 で も やる. その 後 , 本 野 ・ 
根岸 (1989) も ラオ ス か ら 記 録 し て いる が , Dubois ら (前 出 ) の 報告 を 引用 し た , と 考え られ る . 
これ ら に つい て は と も に 詳細 産地 が 不明 で ある が ラオ ス か ら の 確認 記録 と し て 唯一 の も の で ある こ 
と か ら 分 布 図 に プロ ッ ト し た . 本 種 は 低地 の 樹林 で 確認 され て いる . 


アジ ア 東 南部 の Pareronia 属 は , UB, 交尾 器 の 形状 な どか ら avatar と valeria D の グル ー プ に 大 別 
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1mm 


Figs 22-25. Valvae of Pareronia avatar and P. paravatar. 22-24. P. avatar (22. Doi Phu 
Kha, 23. Lawk Sauk Waterfall, 24. Gorlay). 25. P. paravatar (Khao Soi Dao). 


で きる . それ ら の 種 の うち , avatar は ヒ に マラ ヤ か ら イ ンド シナ 北部 の 比較 的 高 標高 地 に 生息 し , HE 
知 の 他 の 種 と は 明らか に 垂直 分 布 上 差異 が 見 られ る . この 種 を 祖先 的 な も の と 考え る と , 他 の も の 
は イン ド シ ナ 半島 部 に 進入 し た 後に 低地 の 熱帯 林 に お いて 分 化し , 島 帆 に お いて さら に 分 化 , 特 化 
が 進ん だ グル ー プ と 考え られ る . これ まで 亜 種 と し て 扱わ れん て きた paravatar も , 他 の 種 の 取り 扱 
い を 考慮 する と 別種 と し て 扱う の が 妥当 と 考え られ る . 


被 検 標本 . THATLAND—Kanchanaburi Province, Say Yok Noi: 1 の , 12. iii. 1977 (S). Chanth- 
aburi Province, Khao Soi Dao: 1% 2 4, 25. ii. 1983 (D. Pak Jong: 1 の 2〒 (BMNH). 
MYANMAR — Kalaw, Shan: 1 ? (BMNH). Karen, Dawnas: 373 % (BMNH). Tenasse- 
rim: 1% (BMNH). VIETNAM 一 Vinh Phu Province, Tam Dao: 1 7 1 #, 1. vii. 1991 (KA). 
Cochin China, Tong: 1% (BMNH). Cochin China, Ko Tich: 17 (BMNH). 


Pareronia kyokoae sp. nov. (Figs 7, 8) 


HE (Figs 7, 8). HUYAILET RDS PPILALHUS. JM Xm CEE ICM ARE. ARRE 
RAY. WERE Uv. 外縁 角 は 丸み を 帯び る . 後 次 は 全体 的 に 丸み を 帯び , SHRM SAC 
で 僅か に 凹み 波形 . 次 表 の 地 色 は 青白 色 . 前 次 で は 第 6 室 を 含む 前 縁 各 室 と 外縁 は 黒褐色 の 太い 帯 
で 縁取 られ る . 黒褐色 帯 内 は 無 班 . 1b か ら 5 脈 に か け て 外縁 の 黒褐色 帯 が 各 脈 に 沿っ て クサ ビ 状 に 
基 方 に 突出 する . 中 室 端 脈 前 縁 部 , 3, 4,5 の 各 脈 上 に わずか に 黒褐色 鱗粉 が 存在 する . 後 次 外縁 は 
黒褐色 の 太い 帯 で 縁取 られ る . 黒褐色 帯 は 各 次 脈 に 治っ て クサ ビ 状 に 突出 する が , paravatar O X 
うに 第 6,7 の も の が と くに 発達 する こと は な い . 裏面 は 前 後 閉 と も に 真珠 状 の 輝き を 持っ た 淡い 青 
白色 . 各 次 脈 上 に 僅か に 灰 黒色 鱗粉 が 存在 する . 


WAR. 33 mm. 


PEs (Fig. 18). Tegumen は 背面 後方 で 僅か に 凹む . Uncus は クチ バシ 状 に 突出 し , 下方 に 僅か 
に 湾曲 し , 先端 は 丸み を 帯び る . Saccus は 前 ・ 後 部 と も に 丸く , tegumen の 3/4 程度 の 長き さ . 
Valva は 後方 へ 向かっ て 細く な り , 上 面 は 背 方 に 緩やか に 滴 曲 する . 先端 は 丸み を 帯び が , 僅か に 突 
出す る . Phallus は 太く 背 方 に 湾曲 し , 先端 は 鋭く 舌 る . Juxta は ハー ト 形 で , ERRAZA 
入 す る . 


Holotype: 〆, Kutacane, Ache Province, Sumatra, INDONESIA, 7. xii. 1993. タイ プ 標 本 は 現在 
は 筆者 の 手元 に ある が , 将来 は 大 英 自然 史 博 物 館 に 保管 する 予定 で ある . 
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分 布 . スマ トラ . 
な お , 本 新種 の 種 小 名 は 妻 京子 に 捧げ た も の で ある . 


同属 の 中 で スマ トラ 島 に 分 布 し て いる の は valeria (Cramer, [1776]) (Figs 9, 10) の み で ある . また , 
anais Lesson, 1837 の 原 名 亜 種 が イン ド か ら イ ンド シナ を 経て , マレ ー シ ア の Kedawi, Langkawi 
島 ま で 分 布 し て いる . さら に anais の 1 亜 種 と きれ る naraka (Moore, [1877]) が アン ダマ ン 諸 島 に 
分 布 し て いる . 分 布 上 で は これ ら の 2 種 が 重複 ある い は 近接 する . これ ら 2 種 と 本 新種 と の 区 別 は 
容易 で ある . Valeria は 前 次 次 頂部 が 突出 し , 贅 表 各 次 脈 上 に 黒褐色 鱗粉 が 発達 する . Anais の 次 
形 は 近似 で ある が , XX Luce! EXE 6. また 前 次 表 外 縁 の 黒褐色 帯 内 の 各 室 に 
青白 色 斑 を 現 わ す も の が 多い . Valva の 比較 で は valeria (Fig.21), anais は 上 面 が 中 ほど で 背 方 に 
強く 突出 し , その 内 面 に 刺 毛 を 密生 し た 縦長 の 隆起 部 が 発達 する 点 で 容易 に 区 別 し う る . Valva の 
近似 な も の と し て は フィ リピ ン の boebera (Eschsholtz, [1821], パラ ワン の nishiyamai Yata, 1981 
な ど で あ る が , 本 種 は 先端 の 突出 が どの 種 よ り も 弱く , 丸み を 帯び る . 


P. avatar Ek 2 種 の 検索 表 


雄 

1. 前 次 表 外縁 の 黒褐色 帯 は 前 方 ほど 幅広 く , 各 次 脈 に 沿っ て クサ ビ 状 に 基 方 へ 入り 込む : BUR 
E o o ver EMEN TN 

—. BH EO Bee SU S, ほぼ 同 幅 : SMR ICR cmm uv CXXXI ARI AA 
DXAde E OO HAE ES EGER o ene rnm tender arn Sat ones eH Ene Sepe ee ordi 2 

2. 前 贅 表 の 黒褐色 帯 は よく 発達 する が , 第 6 室 に 青白 色 部 を 残す : 後 超 表 黒 褐色 帯 よ り 伸 びる ク 
サビ 状 部 は と くに 第 6, 7 脈 に 沿っ て 発達 し , その 分 岐 に 到達 する ほど で ある e paravatar 

—. 前 次 表 の 黒褐色 帯 は と くに 発達 し , 第 6 室 を 含む 前 縁 各 室 , 外縁 は 太い 帯 で 縁取 られ る : BM 
表 の 第 6, 7 脈 上 の クサ ビ 状 部 の 発達 は 悪い …… ド ドド ドド ドー ドド ーー kyokoae sp. nov. 


HE (kyokoae の 子 は 未知 ) 


1. 前 後 閉 と も 各 超 脈 上 は 茶褐色 の 鱗粉 に 徐 わ れる が , 中 室 端 脈 上 の 鱗粉 は 痕跡 程度 で 不明 瞭 で あ 
る : 中 室内 の 茶褐色 の 縦 条 は 前 次 で は 痕跡 程度 に 2 本 , 後 閉 で は 1 本 現われ る : 外縁 茶褐色 帯 
内 の 灰白色 黄 は 前 次 で は 第 3-6 室 , 後 超 で は 通常 これ を 欠く が 第 2, 3 室 に 現われ る こと が ある 
Meme ehe hh hm reme mH] $t hh hh hhr ttn ; ten í À n f dU]lar 
—. HBG b e XU UK Li RTeCLO SH C Abn; 中 室 端 上 の 鱗粉 は 明瞭 : 中 室内 の 茶褐色 の 縦 
条 は 前 閉 で は 2 本 , 後 閉 で は 1 本 現われ る : 外縁 茶褐色 帯 内 の 灰白色 斑 は 前 次 で は 第 2-6 室 , 
HATE 2-5 室 に 現われ る の paravatar 
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Summary 


Two species of the pierid genus Pareronia, P. avatar (Moore, [1858]) and P. paravatar Bingham, 
1907, are revised. These two are hardly separable by male genitalia, but some biological 
defferences such as the habitats show that they represent two distinct species 
as treated by D'Abrera without comment. A new species, P. kyokoae sp. nov. is de- 
scribed from Sumatra based on a single male specimen. This species is closely related 
to the above two, but distinguished from them by the following combination of character- 
istics in the male: 1) upperside of forewing and hindwing with blackish brown marginal border 
broader, almost same width from anterior to posterior ends, with its inner edge strongly zigzag- 
shaped, 2) the outer edge of blackish brown marginal border of forewing marginated by a 
relatively broad belt, 3) the blackish brown marginal border of hindwing with weakly convex 
inner edge at veins 6 and 7. The specific name of this new species is dedicated to the author's 
wife for her constant support. 
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